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棚
田
の
石
積
み
は

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
た
技
術

　

２
０
０
０
年
に
新
聞
社
を

退
職
し
、
相
知
町
長
就
任
後

に
初
め
て
蕨
野
の
棚
田
を
見

ま
し
た
。
石
積
み
の
棚
田
が

広
が
る
風
景
は
、
城
塞
の
よ

う
で
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
約
40 

ha
の
棚
田
の
石

を
ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た
の

か
と
て
も
興
味
が
湧
き
ま
し

た
。
調
べ
て
み
る
と
、
近
く

に
あ
る
八
幡
岳
か
ら
大
小
の

石
を
持
っ
て
来
た
と
分
か
り

ま
し
た
。
戦
国
時
代
の
終
わ

り
に
築
城
の
た
め
に
全
国
か

ら
石
工
が
集
め
ら
れ
、
そ
の

後
住
み
付
い
た
石
工
が
棚
田

を
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

蕨
野
で
は
、「
手
間
講
」
と

い
う
「
結
」（
団
結
）
の
考

え
で
農
業
を
す
る
と
い
う
習

わ
し
が
あ
り
ま
す
。
棚
田
を

築
い
て
い
く
と
き
に
は
、
誰

の
田
ん
ぼ
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
櫓
を
組
ん
で
、
石
を

鎖
で
引
き
揚
げ
て
積
ん
で
い

く
作
業
を
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
行
い
ま
す
。
棚
田
に
は
、

そ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
技

術
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

地
域
が
つ
な
が
り
合
う

「
結
」（
団
結
）
の
力

　

５
月
下
旬
、
八
幡
岳
の
頂

上
に
あ
る
た
め
池
か
ら
水
番

が
水
を
落
と
し
ま
す
。
一
つ

の
棚
田
に
水
が
入
る
と
、
下

に
あ
る
水
路
を
通
っ
て
上
か

ら
順
番
に
下
に
注
が
れ
ま

す
。
水
が
た
ま
る
と
一
斉
に

代
掻
き
が
始
ま
り
ま
す
。
準

備
し
て
い
た
苗
を
植
え
、
棚

田
の
風
景
は
一
面
緑
に
染
ま

り
ま
す
。
米
作
り
も
自
分
の

田
ん
ぼ
だ
け
で
な
く
、
役
割

分
担
を
し
な
が
ら
皆
で
力
を

合
わ
せ
ま
す
。
そ
れ
が
棚
田

を
通
し
て
地
域
で
繰
り
返
さ

れ
る
「
結
」
の
力
な
の
で
す
。

棚
田
を
守
る
こ
と
で
安
全
な

農
と
食
が
見
え
て
く
る

　

農
地
が
少
な
い
日
本
で

は
、
い
か
に
狭
い
田
畑
を
耕

し
て
集
約
的
農
業
で
収
入
を

得
る
か
も
大
事
な
こ
と
で

す
。
食
品
の
ロ
ス
・
廃
棄
の

問
題
に
も
目
を
向
け
、
安
全

な
食
を
手
に
し
、
残
さ
ず
食

べ
る
こ
と
も
意
識
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
安
全
な
お
米
な
ど
の
作
物

を
選
択
し
、
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

棚
田
を
媒
介
に
、
日
常
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
繋
が
り
助

け
合
う
地
域
が
見
え
て
き
ま

す
。
今
、
そ
れ
が
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
棚
田

が
し
っ
か
り
守
ら
れ
れ
ば
福

祉
の
心
も
守
ら
れ
て
い
き
ま

す
。「
結
」
に
よ
っ
て
、豊
か
な

地
域
福
祉
が
生
み
出
さ
れ
、

そ
の
先
に
は
平
和
が
あ
り
ま

す
。
棚
田
の
保
存
・
活
用
は
、

平
和
へ
の
大
き
な
礎
に
な
る

の
で
す
。

　

平
和
を
守
る
た
め
に
は
、

農
業
の
中
に
あ
る
安
心
で
き

る
「
食
」
か
ら
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
棚
田
を
守
り
、
農

業
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物

（
以
下
、
Ｇ
Ｍ
Ｏ
）
に
反
対
の
姿
勢
を
貫
き
、
全
国

の
同
じ
思
い
の
仲
間
と
共
に
、
Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
栽
培
し
な

い
地
域
を
広
げ
る
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
３
月
４
・
５
日
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
協
さ
が
が
受
け
入
れ
団
体
と
な
り
、
「
第
12
回
Ｇ

Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
全
国
交
流
集
会
in
さ
が
」
が
佐

賀
市
で
開
催
さ
れ
、
４
１
８
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
　
前
相
知
町
長
の
大
草
秀
幸
さ
ん
よ
り
、
基
調
講
演

と
し
て
棚
田
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、「
大
豆
１
０
０
粒
運
動
」
を

通
し
た
食
育
活
動
の
取
り
組
み
報
告
、
米
国
で
遺
伝

子
組
み
換
え
反
対
運
動
を
し
て
い
る
「
マ
ム
ズ
・
ア

ク
ロ
ス
・
ア
メ
リ
カ
」
の
ゼ
ン
・
ハ
ニ
ー
カ
ッ
ト
さ

ん
の
講
演
（
１
・
２
面
参
照
）
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
交
流
集
会
の
よ
う
す
を
報
告
し
ま
す
。

　

組
合
員
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
、
職
員

と
と
も
に
１
年
の
準
備
期
間
を
経

て
、
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
さ
が
が
受
け

入
れ
団
体
と
な
っ
た
こ
と
で
、
遺

伝
子
組
み
換
え
技
術
や
作
物
に
関

し
て
さ
ら
に
皆
で
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
有
機
農

法
の
生
産
者
な
ど
新
し
い
出
会
い

も
あ
り
、
佐
賀
県
内
の
フ
リ
ー
ゾ

ー
ン
も
昨
年
の
17
倍
ま
で
広
が
り

ま
し
た
。今
回
の
交
流
集
会
で
は
、

同
じ
思
い
を
持
っ
た
仲
間
の
全
国

各
地
へ
の
つ
な
が
り
と
広
が
り
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
は
、
背
振
山
、
日

本
海
、
有
明
海
と
山
や
海
に

恵
ま
れ
た
、
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。
夏
は
米
、
冬
は

適
度
な
乾
燥
と
温
暖
な
気
候

を
利
用
し
て
小
麦
や
大
麦
を

栽
培
す
る
二
毛
作
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
豆
の
収
穫
量

も
国
内
２
位
を
誇
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
、
全
国

か
ら
佐
賀
に
お
集
ま
り
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
と
、
自
然
を

守
り
日
本
の
農
業
を
伝
え
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
、
国
内
外
で
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
に
反
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
が
さ
ら
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

交
流
集
会
で
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
共
同
体 

代
表
理
事

の
熊
野
千
恵
美
さ
ん
は
「
昨

年
２
月
に
は
『
遺
伝
子
組
み

換
え
ル
ー
レ
ッ
ト

－

私
た
ち

の
生
命
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

－

』

の
上
映
会
と
映
画
監
督
の
ジ

ェ
フ
リ
ー
・
Ｍ・
ス
ミ
ス
さ

ん
の
講
演
会
を
同
時
開
催
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
遺
伝
子
組

み
換
え
の
健
康
被
害
の
問
題

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
、
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た

い
、
知
る
人
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
、
各
地
域
で

上
映
会
や
学
習
会
を
す
す
め

て
い
ま
す
」
と
報
告
し
ま
し

た
。

　

他
に
、
日
本
各
地
で
共
に

運
動
を
す
す
め
る
コ
ー
プ
自

然
派
し
こ
く
、
あ
い
コ
ー
プ

み
や
ぎ
、
な
の
は
な
生
協
、

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
４
団
体

と
、
韓
国
Ｇ
Ｍ
Ｏ
反
対
全
国

行
動
の
各
々
の
団
体
か
ら
一

年
間
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ

ー
欧
州
か
ら
届
い
た
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

ＧＭＯの栽培を禁止する地域を広げる
運動。１９９９年イタリアで始まり、全
世界に広がっている。

・
Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
排
除
す
る

・
伝
統
的
な
種
子
を
守
る

・
有
機
農
業
を
守
る

・
多
国
籍
企
業
に
よ
る

食
料
支
配
を
排
除
す
る

・
農
業
・
生
産
物
・
食
文
化
の

多
様
性
を
守
る

・
地
方
自
治
を
守
る

・
自
然
保
護
地
域
で
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ

の
栽
培
禁
止
を
推
進
す
る

実行委員長
（丸秀醤油㈱取締役統括）
秀島 健介さん

グリーンコープ生協さが
理事長

柳川 晶子さん

GMOフリーゾーン運動佐賀県のメーカー・生産者がGMOフリーゾーン宣言!!

目的

開
会
挨
拶

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
を
は
じ
め
各
団
体
か
ら
の
報
告

大
豆
を
育
て
納
豆
を
作
り

販
売
す
る
ま
で
を
体
験

　
「
大
豆
１
０
０
粒
運
動
」

は
、
料
理
研
究
家 

辰
巳
芳

子
さ
ん
が
提
唱
し
、
全
国
の

小
学
校
で
展
開
さ
れ
て
い
る

運
動
で
す
。
目
的
は
、
大
豆

を
通
し
て
食
料
自
給
率
や
食

の
安
全
な
ど
を
考
え
、
日
本

伝
統
の
食
文
化
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

大
豆
生
産
量
が
日
本
第
２

位
の
佐
賀
県
で
は
、
８
年
前

か
ら
地
元
の
農
家
や
加
工

食
品
企
業
の
協
力
を
得

て
、
小
学
校
を
中
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
２

０
１
６
年
度
は
８
校
６
５

０
人
の
児
童
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
事
前
勉
強
会
か

ら
始
ま
り
、
生
産
者
に
教

わ
り
な
が
ら
大
豆
の
種
ま

き
や
収
穫
を
体
験
、
大
豆

を
使
っ
た
食
品
な
ど
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
豆
腐

作
り
、
納
豆
作
り
か
ら
納

豆
を
売
る
た
め
の
宣
伝
Ｐ

Ｒ
も
勉
強
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
世
界

に
一
つ
だ
け
し
か
な
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
納
豆
を
地
元
の

ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
生

産
・
製
造
・
販
売
・
消
費

を
１
年
か
け
て

地
域
の
人
た
ち

と
共
に
経
験
す

る
豊
か
な
取
り

組
み
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち

が
関
わ
る
こ
と

で
、
地
域
の
大

人
た
ち
に
と
っ

て
も
農
業
や
食

に
つ
い
て
話
す

良
い
機
会
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
運
動
に
取
り
組
む
理

由
は
、
国
の
政
策
を
待
っ
て

い
て
は
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
拡
大
か

ら
環
境
や
食
の
安
全
が
守
れ

な
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

全
国
の
仲
間
と
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ

タ
ネ
の
調
査
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
年
々
自
生
Ｇ
Ｍ

ナ
タ
ネ
が
広
が
り
、
交
雑
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｍ
Ｏ
栽
培
は
１
９
９
６

年
に
始
ま
り
、
２
０
１
４
年

ま
で
右
肩
上
が
り
に
世
界
中

で
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
主

に
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ナ
タ
ネ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
大
豆
の
栽
培

が
拡
大
し
、
２
０
１
３
年
の

作
付
面
積
は
世
界
全
体
で
１

億
７
０
０
万
ha
で
、
そ
の
８

割
が
モ
ン
サ
ン
ト
の
除
草
剤

耐
性
大
豆
で
す
。
た
っ
た
１

つ
の
品
種
が
８
割
を
占
め
て

い
る
と
い
う
の
は
、
異
常
な

事
態
で
す
。

　

日
本
で
は
ナ
タ
ネ
、
大

豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
綿
実

の
４
つ
の
Ｇ
Ｍ
作
物
が
加
工

さ
れ
て
市
場
で
流
通
し
て
い

ま
す
が
、
一
番
多
い
Ｇ
Ｍ
食

品
は
食
用
油
で
す
。
４
作
物

と
も
輸
入
さ
れ
る
形
態
は
す

べ
て
種
子
で
す
。
種
子
は
油

分
が
多
い
の
で
搾
っ
て
食
用

油
に
し
、
搾
り
粕
が
家
畜
の

飼
料
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
す
。
家
畜
の

飼
料
の
大
半
が
Ｇ

Ｍ
Ｏ
な
の
で
、
乳

製
品
や
、
肉
と
い

う
形
で
日
本
人
の

食
卓
に
の
ぼ
る
こ

と
が
非
常
に
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

日
本
は
最
大
の

Ｇ
Ｍ
Ｏ
輸
入
国
で

す
。
日
本
人
が
世
界
で
一
番

高
い
割
合
で
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
原

料
と
し
た
食
品
や
飼
料
に
し

た
食
品
を
食
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
の
食
料
自
給

率
が
低
す
ぎ
る
こ
と
が
原
因

で
す
。
私
た
ち
の
食
生
活
は

海
外
に
こ
れ
だ
け
依
存
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国

内
の
農
業
を
大
切
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

遺伝子組み換え食品
いらない！キャンペーン
代表
天笠 啓祐さん

「
棚
田
の
保
全
活
動
か
ら
食
と
農
を
守
る
取
り
組
み
に
」

基
調
講
演

大
豆
1
0
0
粒
運
動
報
告

全国に広がる
GMOフリーゾーン

47都道府県で約94,216ha。前年度よ
り約7,048ha増。最も増えた愛知県で
前年より2,821ha増。２番めが佐賀県
で、前年より2,088haと一気に増えた。
牧場や森、海のGMOフリーゾーンも増え
ている。庭などでフリーゾーン宣言をして
いる消費者は1,949人増え10,846人
になった。GM原料を使わない事業者の
宣言登録も増え、日本中がGMOフリー
ゾーンになることをめざしている。

日本のGMOフリーゾーン登録状況
（農地）（2017年2月20日現在）

集計：遺伝子組み換え食品いらない!キャンペーン

～10
10～
100～
1000～
10000～

単位：ha

ＧＭＯフリーゾーン全国交流集会 in さが
大会宣言

　遺伝子組み換え（GM）作物の栽培が始まってから20年以上
が経過しました。それとともに、この作物の問題点が明らかにな
り、これまで多国籍企業によって拡大を続けてきたGM作物の動
きも大きく変わってきました。除草剤で枯れない雑草が増え、殺
虫毒素で死なない害虫が増え、そのことが農薬の使用量を大幅に
増加させ、人々の健康に深刻な被害をもたらしつつあり、とくに
子どもたちの健康に被害を拡大しています。
　本日、GMOフリーの世界を実現するという共通の思いをもっ
て、日本でも有数の農業生産力をもち、かつ有明海の豊かな生産
力を誇る佐賀県に集まった私たちは、さらにGMOフリーゾーン
の輪を広げ、地域の農と食文化を守り、食の安全と生物多様性を
守っていきます。世界で同じ思いで取り組んでいる人たちと連携
して、GM作物・食品がなくなる日まで、この運動を続けること
を宣言します。（一部抜粋）
2017年3月4日　第12回ＧＭＯフリーゾーン全国交流集会 in さが

参加者一同

集
会
後
の
交
流
会
で
の
挨
拶 グリーンコープ共同体

代表理事
熊野 千恵美さん

NPO法人調和の森理事長
前相知町長
大草 秀幸さん

（プロフィール）
佐賀県唐津市相知町で生
まれ育つ。佐賀新聞社に
30年間勤務。２０００年
に東松浦郡相知町（現在
は唐津市に合併）の町長
に就任。「蕨野の棚田」の
保全事業に取り組む

子どもたちがデザインした納豆のオリジナルパッケージ

さがの有志による遺伝子組み換え反対の寸劇

遺伝子組み換え反対へ一致団結するグリーンコープの参加者

未来ある子どもたちへ　私たちができること…
　　遺伝子組み換え作物は、
　　植えません。食べません。いりません。
　　私たちはnon-GMOを選びます。

さがの実行委員会で検討して作った
ロゴマーク

さがの実行委員会で検討して作った看板

お
う
ち

紅会 川口畜産 （佐賀県武雄市） 金子産業 株式会社 （佐賀県唐津市）

株式会社 森光商店 （佐賀県鳥栖市）

丸秀醤油 株式会社
（佐賀県佐賀市）

みのり会 （佐賀県唐津市）

棚田は、農業生産を通して、国土や環境の保全、水資源のかん養、農村
の原風景の形成、伝統・文化の継承等、多面的機能を持っています

なぜＧＭＯフリーゾーンを
広げるのか？

池田 龍二さん
佐賀県の「食」を守る運動に参加している
協同組合アルタ・ホープグループ
販売促進企画室長

お
う
ち

わ
ら
び

の

ゆ
い

や
ぐ
ら

し
ろ

か

遺伝子組み換えのない食と農を
未来へつなげよう

第12回 GMOフリーゾーン全国交流集会 in さが 2017年3月4日

 （2017 年 4月 1日）  第 374 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 374 号  （2017 年 4 月 1 日） 共 生 の 時 代


